
   

 
 

 

１ 
基礎チェック１ 角柱・円柱の表面積・体積  

(1) 表面積を次のように求めた。 

   底面の三角形の面積は① ６  ｃｍ２で，２つあるから， 

  底面積の合計は② １２   ｃｍ２である。 

 

    図 1 の展開図は図２のようになる。 

    側面を１つの長方形と考えると， 

たては４ｃｍ，横の合計は③ １２  ｃｍだから， 

側面積は④ ４８  ｃｍ２である。 

 

   底面積と側面積の和が表面積であるから， 

  表面積は⑤ ６０  ｃｍ２となる。 

 

(2) 図１の三角柱の体積は⑥ ２４  ｃｍ３で 

ある。           ⇒６×４＝２４ 

 

基礎チェック２ 角柱・円柱の表面積・体積  

(1) 表面積を次のように求めた。 

   底面の円の面積は① ２５π  ｃｍ２で，２つあるから， 

  底面積の合計は② ５０π  ｃｍ２である。 

 

   図 1 の展開図は図２のようになる。 

  側面を１つの長方形と考えると，  

たては１０ｃｍ，横は底面の円周だから 

③ １０π  ｃｍ， 

側面積は④ １００π  ｃｍ２である。 

 

   底面積と側面積の和が表面積である 

から，表面積は⑤ １５０π  ｃｍ２と 

なる。 

 

(2) 図１の円柱の体積は 

⑥ ２５０π  ｃｍ３である。 

  ⇒底面積×高さ＝２５π×１０＝２５０π 
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基礎チェック３ 角錐・円錐の表面積・体積  

(1) 図１について， 

底面の正方形の面積は 

① ９  ｃｍ２， 

 

   側面は面積② ６  ｃｍ２の三角形が 

４つあるから，側面積は③ ２４  ｃｍ２ 

 

   底面積と側面積の和である表面積は， 

④ ３３  ｃｍ２となる。 

 

(2) 図２の正四角錐の体積は，⑤ １０８  ｃｍ３である。 

               ⇒６２×９×
1

3
＝１０８ 

 

基礎チェック４ 角錐・円錐の表面積・体積  

(1) 図１の表面積を求めてみよう。 

   図２は，図１の展開図である。 

底面積は① ９π  ｃｍ２， 

 

   側面はおうぎ形で，おうぎ形の弧の長さA は， 

底面の円周に等しいから２π×② ３  ｃｍ， 

半径５ｃｍの円周は２π×③ ５  ｃｍである。 

 

このため， 

半径５ｃｍの円に対するおうぎ形の面積の割合

は，弧の長さに比例するから， 

   
②３ ②３

＝
③５ ③５

２π×       

２π×       
 

となる。これより， 

おうぎ形の面積は，２５π×
②３

③５

  

  
＝④ １５π ｃｍ２である。 

また，中心角は，x＝３６０°×
②３

③５

  

  
＝⑤ ２１６  °である。 

したがって，表面積は⑥ ２４π ｃｍ２となる。 

              ⇒９π＋１５π＝２４π 

 

(2) 図１の円錐の体積は，⑦ １２π  ｃｍ３である。 

               ⇒９π×４×
1

3
＝１２π 

「底面積×高さ×
1

3
」

だね。 

円が関係する面積や体積

ではπを忘れずに！ 

結局，母線の５ｃｍと 
半径３ｃｍの比になるんだ。
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基礎チェック５ 球の表面積・体積  

(1) 半径６ｃｍの球の表面積 Sは， 

     S＝① ４ π×② ６２ ＝③ １４４π  ｃｍ２である。 

 

(2) 半径６ｃｍの球の体積 Vは，  

     V＝
⑤ ４  　

④ ３　　
π×⑥ ６３  ＝⑦ ２８８π  ｃｍ３である。 

 

 

２  
基本問題 立体の表面積・体積  

 １５ｃｍ３ 

解き方 

 体積＝底面積(三角形)×高さ 

＝３×２×
１
２

×５＝１５（ｃｍ３） 

 三角形の面積では，×
１
２
を忘れやすいので注意する。 

 

 

３  
基本問題 立体の表面積・体積  

(1) ４５πｃｍ３  (2) ４８πｃｍ２ 

解き方 

(1) 円柱の体積 
  ＝底面積（円）×高さ 
  ＝π×３２×５＝４５π（ｃｍ３） 
 

(2) 底面積＝π×３２×２＝１８π（ｃｍ２） 

  側面の長方形の横の長さは，底面の円周だから， 

    ２π×３＝６π（ｃｍ） 

  側面積＝６π×５＝３０π（ｃｍ２） 

  したがって， 

  円柱の表面積＝１８π＋３０π＝４８π（ｃｍ２） 
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４  
基本問題 立体の表面積・体積  

 
２０

３
ｃｍ３ 

解き方 

 角錐の体積＝底面積（正方形）×高さ×
１
３

 

      ＝２×２×５×
１
３

＝
２０

３
（ｃｍ３） 

 

 

５  

基本問題 立体の表面積・体積  

 ７５πｃｍ３ 

解き方 

 円錐の体積＝底面積（円）×高さ×
１
３

 

      ＝π×５２×９×
１
３

＝７５π（ｃｍ３） 

 

６  

基本問題 立体の表面積・体積   

(1) ２１６°  (2) ６０πｃｍ２ 

解き方 

 ここでは，下の「裏ワザ」を使った求め方を紹介する。 
(1) この円錐の展開図での側面のおうぎ形の中心角は， 

  半径１０ｃｍの円の 
半径

母線の長さ
＝

６

１０
＝
３
５

にあたる。 

  したがって中心角は，３６０°×
３
５

＝２１６° 

 
(2) 円錐の側面積＝１０×６×π＝６０π（ｃｍ２） 

解 説 

(1) 展開図での側面のおうぎ形の 

  弧の長さは，底面の円周に等しい 

  から，２π×６（ｃｍ） 

  半径１０ｃｍの円周が２π×１０（ｃｍ） 

  だから，側面のおうぎ形は，円の 

  
２π×６

２π×１０
＝

６

１０
にあたる。 

(2) 円錐の側面積＝π×１０２×
６

１０
＝π×１０×６＝６０π（ｃｍ２） 

裏ワザ

側面のおうぎ形は，円の
a
b

にあたる。 

おうぎ形の中心角＝３６０°×
a
b
 

おうぎ形の面積(側面積)＝π×ab 
 
   ⇒b×aにπをつければ側面積になる。 
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７  

基本問題 立体の表面積・体積   

(1) １３５°  (2) ２４πｃｍ２ 

解き方 

(1) この円錐の展開図での側面のおうぎ形の中心角は， 

  半径８ｃｍの円の 
半径

母線の長さ
＝
３
８

 にあたる。 

   したがって中心角は，３６０°×
３
８

＝１３５° 

 
(2) 側面のおうぎ形の面積＝８×３×π＝２４π（ｃｍ２） 

解 説 

(1) 展開図での側面のおうぎ形の 

  弧の長さは，底面の円周に等しい 

  から，２π×３（ｃｍ） 

  半径８ｃｍの円周が２π×８（ｃｍ） 

  だから，側面のおうぎ形は，円の 

  
２π×３

２π×８
＝
３
８
にあたる。 

(2) 円錐の側面積 

  ＝π×８２×
３
８
＝π×８×３＝２４π（ｃｍ２） 

 

８  

基本問題 立体の表面積・体積   

 ５６πｃｍ２ 

解き方 

 底面は半径４ｃｍの円だから， 
   底面積＝π×４２＝１６π（ｃｍ２） 

   側面のおうぎ形の面積＝母線の長さ×底面の半径×π 

              ＝１０×４×π＝４０π（ｃｍ２） 

 したがって，表面積は， １６π＋４０π＝５６π（ｃｍ２） 
解 説 

 展開図での側面のおうぎ形の弧の長さは， 

底面の円周に等しいから ２π×４（ｃｍ） 

 半径１０ｃｍの円周が２π×１０（ｃｍ）だから，側面のおうぎ形は，円の
２π×４

２π×１０
＝

４

１０
にあたる。 

 側面のおうぎ形の面積＝π×１０２×
４

１０
＝π×１０×４＝４０π（ｃｍ２） 

裏ワザ

側面のおうぎ形は，円の
a
b

にあたる。 

おうぎ形の中心角＝３６０°×
a
b
 

おうぎ形の面積(側面積)＝π×ab 
 
   ⇒b×aにπをつければ側面積になる。 
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９   

基本問題 立体の表面積・体積   

 ６ｃｍ 

解き方 

 側面のおうぎ形は，円の
２１６°

３６０°
＝
３
５
にあたる。 

 これは，側面の円の半径（母線）と底面の円の半径の比に

等しいから，底面Ｏの半径は， 

   １０×
３
５

＝６（ｃｍ） 

別 解 

 底面の円周＝２π×１０×
３
５

＝１２π（ｃｍ） 

 これは「底面の直径×π」に等しいから，半径は６ｃｍ。 

 

10   

基本問題 立体の表面積・体積   

 ８ｃｍ 

解き方 

 底面積が９πｃｍ２だから，底面の円の半径は３ｃｍ。 

 側面のおうぎ形は，円の
１３５°

３６０°
＝
３
８
にあたる。 

 これは，
底面の半径
母線の長さＯＡ

＝
３

母線の長さＯＡ
に等しいから， 

   ＯＡ＝８（ｃｍ）である。 

別 解 

 半径ＯＡｃｍの円の円周の
３
８

（ ＡＢの長さ）が底面の円周になるから， 

 ２π×ＯＡ×
３
８

＝２π×３  
３
８

ＯＡ＝３  ＯＡ＝８（ｃｍ） 
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11 
基礎チェック１ 回転体の体積  

(1) できる回転体は，丸いテント

のような形で， 

  底面の半径が ３ ｃｍ， 

  高さが ３ ｃｍの円柱と， 

 

  底面の半径が ３ ｃｍ， 

  高さが ２ ｃｍの円
えん

錐
すい

を組み合わ 

せたものである。 

(2) ２７πｃｍ３   (3) ６πｃｍ３  (4)  ３３πｃｍ３ 

解き方 

(2) 円柱部分の体積＝底面積×高さ＝π×３２×３＝２７π（ｃｍ３） 

(3) 円錐部分の体積＝底面積×高さ×
１
３

＝π×３２×２×
１
３
＝６π（ｃｍ３） 

(4) この回転体の体積＝円柱部分の体積＋円錐部分の体積 

           ＝２７π＋６π＝３３π（ｃｍ３） 

 

12   

基本問題 回転体の体積  

 ４５πｃｍ３ 
解き方 

 底面の半径が３ｃｍ，高さが５ｃｍの円柱だから， 

  体積＝底面積×高さ＝π×３２×５＝４５π（ｃｍ３） 
 

 

 

13   

基本問題 回転体の体積  

 
２０

３
πｃｍ３ 

解き方 

 底面の半径が２ｃｍ，高さが５ｃｍの円錐になるから， 

  体積＝底面積×高さ×
１
３

＝π×２２×５×
１
３
＝

２０

３
π（ｃｍ３） 
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14   

基本問題 回転体の体積  

４２πｃｍ３ 

解き方 

 下側の部分は，底面の半径が３ｃｍ，高さ４ｃｍの円柱，

上側の部分が，底面の半径が３ｃｍ，高さが２ｃｍの円錐に

なる。 
 円柱部分の体積＝底面積×高さ＝π×３２×４＝３６π（ｃｍ３） 

 円錐部分の体積＝底面積×高さ×
１
３

＝π×３２×２×
１
３
＝６π（ｃｍ３） 

 この回転体の体積＝円柱部分の体積＋円錐部分の体積 

         ＝３６π＋６π＝４２π（ｃｍ３） 

 

15   

基本問題 回転体の体積  

９
２

πｃｍ３ 

解き方 

 半径が
３
２

ｃｍの球になるから，体積は， 

  
４
３
π×

３３
２

⎛ ⎞
⎜ ⎟
⎝ ⎠

＝
４
３
π×

２７

８
＝
９
２

π（ｃｍ３） 

     ⇒半径 rの球の体積は V = ４

３
πr３ 

 

16   

基本問題 回転体の体積  

７５πｃｍ３ 

解き方 

 辺ＡＢを軸として１回転させると，上下に２つの円錐ができる。 
   上側の円錐の体積 

  ＝底面積×高さ×
１
３

＝π×５２×６×
１
３
＝５０π（ｃｍ３） 

   下側の円錐の体積 

  ＝底面積×高さ×
１
３

＝π×５２×３×
１
３
＝２５π（ｃｍ３） 

 この回転体の体積＝上側の円錐の体積＋下側の円錐の体積 

         ＝５０π＋２５π＝７５π（ｃｍ３） 
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17   
基本問題 回転体の体積  

３：１ 

解き方 

  立体Ｑの体積（△ＡＤＣの回転体） 

 ＝底面積×高さ×
１
３

＝π×３２×４×
１
３
＝１２π（ｃｍ３） 

  立体Ｐの体積 
 ＝△ＡＢＣの回転体－立体Ｑの体積 

 ＝π×６２×４×
１
３

－１２π＝４８π－１２π＝３６π（ｃｍ３） 

 したがって，立体Ｐの体積：立体Ｑの体積＝３６π：１２π＝３：１ 
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１   
補充問題 立体の表面積・体積  

 ３６ｃｍ３ 

解き方 

 ＡＢ＝４ｃｍ，ＡＣ＝３ｃｍだから， 

 体積＝底面積(三角形)×高さ 

＝４×３×
１
２

×６＝３６（ｃｍ３） 

 三角形の面積では，×
１
２
を忘れやすいので注意する。 

 

 

２   

補充問題 立体の表面積・体積  

 ４２πｃｍ２ 

解き方 

 側面の長方形の横の長さは，底面の円周だから， 

    ２π×３＝６π（ｃｍ） 

 側面積＝６π×７＝４２π（ｃｍ２） 

 

 

 

 

 

 

３   

補充問題 立体の表面積・体積   

(1) ２４０°  (2) ５４πｃｍ２ 

解き方 

(1) この円錐の展開図での側面のおうぎ形の中心角は， 

  半径９ｃｍの円の 
半径

母線の長さ
＝
６
９

＝
２
３

 にあたる。 

  したがって中心角は，３６０°×
２
３

＝２４０° 

 
(2) 側面のおうぎ形の面積＝９×６×π＝５４π（ｃｍ２） 

高校受験数学 基礎編 補充問題 
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解 説 

(1) 展開図での側面のおうぎ形の 

  弧の長さは，底面の円周に等しい 

  から，２π×６（ｃｍ） 

  半径９ｃｍの円周が２π×９（ｃｍ） 

  だから，側面のおうぎ形は，円の 

  
６
９

２π×

２π×
＝
６
９
にあたる。 

(2) 円錐の側面積 

  ＝π×９２×
６
９
＝π×９×６＝５４π（ｃｍ２） 

 

４   

補充問題 立体の表面積・体積   

 ７２°  
解き方 

 この円錐の展開図での側面のおうぎ形の中心角は， 

 半径１５ｃｍの円の 
半径

母線の長さ
＝

３

１５
＝
１
５

 にあたる。 

 したがって中心角∠ＢＡＣは，３６０°×
１
５

＝７２° 

解 説 

(1) 展開図での側面のおうぎ形の 

  弧の長さは，底面の円周に等しい 

  から，２π×３（ｃｍ） 

  半径１５ｃｍの円周が２π×１５（ｃｍ） 

  だから，側面のおうぎ形は，円の 

  
２π×３

２π×１５
＝

３

１５
にあたる。 

 

 

裏ワザ

側面のおうぎ形は，円の
a
b

にあたる。 

おうぎ形の中心角＝３６０°×
a
b
 

おうぎ形の面積(側面積)＝π×ab 
 
   ⇒b×aにπをつければ側面積になる。 

裏ワザ

側面のおうぎ形は，円の
a
b

にあたる。 

おうぎ形の中心角＝３６０°×
a
b
 

おうぎ形の面積(側面積)＝π×ab 
 
   ⇒b×aにπをつければ側面積になる。 
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５   

補充問題 立体の表面積・体積   

 ４ｃｍ 

解き方 

 側面のおうぎ形は，円の
２４０°

３６０°
＝
２
３
にあたる。 

 これは，側面の円の半径（母線）と底面の円の半径の比に

等しいから，底面の半径は， 

   ６×
２
３

＝４（ｃｍ） 

別 解 

 底面の円周＝２π×６×
２
３

＝８π（ｃｍ） 

 これは「底面の直径×π」に等しいから，半径は４ｃｍ。 

 

６   

補充問題 立体の表面積・体積   

 
９
４

πｃｍ２ 

解き方 

 側面の展開図でのおうぎ形は，円の
９０°

３６０°
＝
１
４
にあたる。 

 これは，側面の円の半径（母線）と底面の円の半径の比に等しいから，底面の半径は， 

   ６×
１
４

＝
３
２

（ｃｍ） 

 したがって，底面積は，π×
２３

２
⎛ ⎞
⎜ ⎟
⎝ ⎠

＝
９
４

π（ｃｍ２） 

解 説 

 底面の円周＝２π×６×
１
４

＝３π（ｃｍ） 

 これは「底面の直径×π」に等しいから，半径は
３
２

ｃｍ。 

 

７   
補充問題 回転体の体積  

 ５０πｃｍ３ 
解き方 

 底面の半径が５ｃｍ，高さが２ｃｍの円柱だから， 

  体積＝底面積×高さ＝π×５２×２＝５０π（ｃｍ３） 
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８   

補充問題 回転体の体積  

 ４πｃｍ３ 
解き方 

 底面の半径が２ｃｍ，高さが３ｃｍの円錐になるから， 

  体積＝底面積×高さ×
１
３

＝π×２２×３×
１
３
＝４π（ｃｍ３） 

 

 

９   

補充問題 回転体の体積  

２４πｃｍ３ 

解き方 

 下側の部分は，底面の半径が２ｃｍ，高さ５ｃｍの円柱，

上側の部分が，底面の半径が２ｃｍ，高さが３ｃｍの円錐に

なる。 
 円柱部分の体積＝底面積×高さ＝π×２２×５＝２０π（ｃｍ３） 

 円錐部分の体積＝底面積×高さ×
１
３

＝π×２２×３×
１
３
＝４π（ｃｍ３） 

 この回転体の体積＝円柱部分の体積＋円錐部分の体積 

         ＝２０π＋４π＝２４π（ｃｍ３） 

 

10   

補充問題 回転体の体積  

２４πｃｍ３ 

解き方 

 辺ＢＣを軸として１回転させると，左右に同じ形の円錐ができる。 
 １つの円錐は，底面の半径が３ｃｍ，高さが４ｃｍだから， 

   １つの円錐の体積 

  ＝底面積×高さ×
１
３

＝π×３２×４×
１
３
＝１２π（ｃｍ３） 

 この回転体の体積＝１２π×２＝２４π（ｃｍ３） 
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11   
補充問題 回転体の体積  

１２５πｃｍ３ 

解き方 

 できる立体の体積は，半径５ｃｍ，高さ６ｃｍの円柱から，

半径５ｃｍ，高さ３ｃｍの逆さまの円錐をくりぬいた形をして

いる。 
  立体の体積 
＝円柱の体積－円錐の体積 

＝π×５２×６－π×５２×３×
１
３

 

＝１５０π－２５π 

＝１２５π（ｃｍ３） 
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